














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































70 具体的には，*Pleaseteachhim mywhereabouts.（Pleasetelhim mywhereabouts.の誤り）や，
*Iam delightfultohearfrom you.（Iam delightedtohearfrom you.の誤り）といった類い。
71 ラテン語の原典で，Inregionecaecorum rexestluscus.英訳では通常，Inthelandoftheblindthe
one-eyedmanisking.
72 この点に関しては，職業外交官の多賀敏行（b.1950）の説明が明快だ（多賀敏行.『「エコノミックアニ
マル」は褒め言葉だった 誤解と誤訳の近現代史』pp.4449）。多賀は「エコノミックアニマル」と
しばしば抱き合わせで言及される「ウサギ小屋」という蔑称も，日本の自虐的ジャーナリストらによって
誤解されて伝えられたと説明している（同書pp.5760）。これは俗にEurocratと呼ばれるブリュッセル
のEC（現EU）官僚が書いた非公開報告書のフランス語原文にあったcagealapins（カージュアラ
パン）の意味（本来は「集合団地」）を取り違えた共同通信記者による英語への誤訳rabbithutches（ウ
サギ小屋）が諸悪の根源だそうである。誤訳とはかくも恐ろしいものだとは。
73 イギリス人は一般に歴史には強いが，大多数が語学音痴だ。
74 イギリスの大学では1限，2限などの時間の概念はなく，講義時間は60分が基本だ。○時00分に始まっ
て次の時間の00分に終わるという考え方で成り立っている。しかし休み時間を公式に設けていないため，
教室間の移動時間やトイレ休憩を考慮して，遅く始めて早く終わる習慣になっている。したがって実際の
講義時間は正味45～50分程度である。一方，日本の大学の講義時間がかくも長いのは，私見だが母音過多
で同音異義語の漢語に依存しすぎる日本語が原因であろう。
75 日本の大学の外人教員は単なる英会話要員として雇われていることが多いので，たまに訪日するイギリス
の学究から見るといかがわしい人種に見えるものである。
76 ちなみに欧米諸国や中国では9月，豪州では2月，韓国では3月に新年度が始まる。
77 ラジオ体操のこと。但し，その源流はドイツではなくアメリカである。
78 イギリスの主要紙の国際面は，しばしば日本の学校の「不気味な場面」を写真つきで紹介するため，日本
人留学生や駐在員の子弟子女は帰国が近づくと憂鬱になる。
79 日本の男子学生服が明治の頃，プロイセン（現在のドイツ）陸軍の軍服を模したのに対して，女子の制服
の代表格セーラー服は大正期に日本海軍の水兵服（但し，その源流は英国海軍）を模したと言われている。
80 イギリス女性にも多少その傾向はあるが，日本女性ほど極端ではない。
81 バジルホールチェンバレンは，「すなわち，農民の婦人や，職人や小
こ
商人
あきんど
の妻達は，この国の貴夫人達
よりも多くの自由と比較的高い地位をもっている。これら下層階級では，妻は夫と労働を共にするのみな
らず，夫の相談にもあずかる。もし妻が夫より利口な場合には，一家の財産を握り，一家を牛耳るのは彼
女である。」（チェンバレン.高梨健吉訳.『日本事物誌2』「女性の地位（StatusofWoman）」の項 pp.303
4）と書いている。
82 これは1980年代バブル期に東京などの大都市圏で起こった歴史の浅い習慣である。
83 厳密には翌年の1月6日までがクリスマスとされる。
84 バジルホールチェンバレンは，「一度ならず著者が経験したことだが，ヨーロッパ人旅行者が日本人に，
あなたの宗教は何か，仏教か神道かとたずねると，その日本人は全く困った顔つきをするので，著者はお
もしろく思ったものである。どんな気持ちでそんな質問をするのか，日本人にはどうしても分からないの
である。（中略）われわれによく見られるような，他の宗教に対するあの酷しい差別は彼らに見ることはで
（52）
きない。/日本人のこの締りの無さ，そして著者が日本人を『宗教心がない』（アンデヴォーショナル）
と上に述べたために，読者が思い誤るようになってはいけない。信心と倫理，神学と行為は別物であるこ
とを銘記せねばならない。（後略）」（チェンバレン.高梨健吉訳.『日本事物誌2』「宗教 （Religion）」の項
pp.1867）と書いている。
85 スコットランドでは2006年5月から，イングランド＆ウェールズでは2007年5月から職場と飲食店で全
面禁煙実施中なので，建物の出入口前で喫煙する人の姿が目につく。
86 日本人からすれば，自分が会社や学校を休むことで，所属する課や班や部活動などに迷惑を掛けることを
極度に恐れてのことであろう。イギリス人などの西洋人とは別の意味での「公共心」の発露と言える。し
かし客観的に見れば，西洋人の考え方のほうが合理的である。ティームとしての成功の可能性も西洋人に
軍配を上げざるを得ない。
87 しかしこの歌詞とは裏腹に，194245年にかけてイギリス人を含めた連合軍捕虜が，日本軍によって過酷
な奴隷労働に従事させられた事実と，その戦後賠償金や戦後和解の問題は今でも日英間に蟠
わだかま
る最大の懸案
事項だ。
88 イギリスの法律は抜け道だらけなので，「特別キャンペーンであなたが選ばれました!」という言葉で勧誘
する悪徳業者もいる。しかしそれでも法律が一応あるので，一般市民は日本ほどには悪徳業者に悩まされ
ることはない。
89 イギリスでは一年中どんな時間帯に現金を引き出しても手数料は無料で，しかも他行のATMからも無料
で引き出せる。しかしイギリスでもその昔，銀行間の競争が激しくなかった頃は，今の日本と似た状況だ
った。
90 その1円玉を筆者は拾って消費した。
91 イギリス以上に「進んでいる」とされる北欧のデンマーク王国やノルウェー王国も穴あき硬貨を流通させ
ている，と筆者は反論しておいた。
92 国レベルでは日本は先進国の経済大国として一定の尊敬を集めるが，人的レベルでは，その自信のないオ
ドオドした態度や，卑屈にペコペコする仕草や，口下手語学音痴が災いして（これらは特に男性に顕著），
他国人からバカにされることが多い。
93 英語では順序が逆で・TheTortoiseandtheHare・となり，競争に勝った亀を先にもってきている。
94 この寓話は1593年にカトリックのイエズス会宣教師によって初めて日本に伝えられた。
95 東京と皇居の関係については，フランスの思想家ロランバルト（191580）がその著書『表徴の帝国』
（1970）の中で似たような指摘をしている。フランス語の原典（RolandBarthes,L・Empiredessignes,
pp.4346）では駄洒落で・Centre-vile,centrevide・と，その項目が題されている（実際の印刷では大文
字のみの表記）。アメリカ英語の英訳本（RolandBarthes.Trans.byRichardHoward,Empireof
Signs,pp.3032）では，・Center-City,EmptyCenter・となっている。言葉遊びが訳せないのがもどか
しい。日本語にはどんな風に訳せるだろうか。「都心部，とっくにしーんと空っぽ」でどうだろう。
96 戦前は日本の皇室も英国王室を模範にしていたので，軍と深い関係にあった。
97 イギリス人は自国のテレビ番組に絶対の自信を持っている。
98 ジョージミケーシュ（191287）はその著書『円いずる国』（1970）で，「1955年以前には性生活なるも
のがほとんど知られていなかった英国が，今や世界のセックスの都となった」（GeorgeMikes,TheLand
oftheRisingYen,p.100）と書いている（邦訳未見のため筆者試訳）。
99 イングランド＆ウェールズ及びスコットランドは1965年に期限つきで死刑を停止し，1969年に制限つき
で廃止した。誤認逮捕と誤審が相次いで発覚したのが主な理由だ。遅れて北アイルランドも1971年に制限
つきで死刑を廃止した。なお，英国全土での死刑制度の完全撤廃は1998年だが，実際には1964年8月13
日以来，イギリスでは一件の死刑も執行されていない。
100 元在日朝鮮人の帰化日本人でパチンコ資本御曹司の織原城二被告（b.1952）が，元BritishAirways（BA）
客室乗務員で六本木の英国人ホステスLucieBlackman嬢（19782000）を殺した事件を指す。
101 医師夫妻の息子の市橋達也容疑者（b.1979）がNOVA英会話講師LindsayAnnHawker嬢（19842007）
（53）
を殺した事件を指す。
102 1923年の関東大震災では，「朝鮮人が放火した」というデマによる朝鮮人リンチ事件が起こっている。
103 日本では既に明治の昔からこの種の論争が起こっている。1891年1月9日のこと，第一高等中学校（現，
東京大学教養学部）の嘱託教員にしてキリスト教徒であった内村鑑三（18611930）が，講堂で挙行された
教育勅語奉読式に於いて「天皇陛下御親筆」の署名に対して最敬礼を行なわなかったことが最初教員や生
徒らによって非難され，やがては世間の激しい弾劾を受けた。この事件によって内村は体調を崩し，翌月
に依願解嘱したとのことである。これが世に言う「内村鑑三不敬事件」あるいは「第一高等中学校不敬事
件」である。しかし現代の教員たちとは違って，内村とて自国の国旗や国家を侮辱したわけではなかった。
一方，松江の英語教師ラフカディオハーン（18501904）は内村のことに直接言及したわけではないが，
前任者のイギリス人教員が天皇の「御眞影」の前でお辞儀を拒否したことを石原喜久太郎という生徒から
聞くに及んで，こう言っている。「それは，君，その先生こそが野蛮人なのです。卑
ひ
俗
ぞく
で，無知で，野蛮な
凝
こ
り固まったクリスチャンなのです。私はあなたがあなたの国の天皇陛下を尊敬し，国法に従い，天皇が
君にお求めとあればその時はいつでも君がそのお召しに応じ，赤誠の血を祖国のために捧げる覚悟が出来
ていることは，君の最高の社会的義務であると信じます。（後略）」（小泉八雲.平川弘訳.『明治日本の面
影』「英語教師の日記から（From theDiaryofanEnglishTeacher）」の項 pp.5556）と。なお，こ
の文章は「内村鑑三不敬事件」の3年後に公にされている。しかしバジルホールチェンバレン（1850
1935）の態度はハーンとは大きく異なり，「この礼儀作法の問題は，外国人やこの国のキリスト信者たちに
大きな不満をひきおこした。この習慣は古いものではなく，一八九一年〔明治二四年〕にるにすぎない。
これは尊王主義
インピーリアリズム
の現代復活の結果として，他の多くのものと同じく発生した。一九二八年〔昭和三年〕十
月には，一七,七九五枚を下らぬ新しい天皇と皇后の写真が全国の学校に配布された。」と，最後の改訂版
となる1939年刊行の第6版（死後出版）に書いている（チェンバレン.高梨健吉訳.『日本事物誌1』「御
真影拝礼（BowingtotheEmperor・sPicture）」の項p.80）。
104 日本の国土面積は日本政府曰く377,906平方キロメートルだが，ウィキペディア（Wikipedia）によると
実質的には377,835平方キロメートルとされる。これはイギリスの国土面積243,000平方キロメートル
（但し，周囲のCrownDependenciesを含めると244,820平方キロメートル）に比べて大きいが，森林被
覆率66.5パーセントと水面積率0.8パーセントを差し引くと，123,552平方キロメートルになる。イギリ
スの場合，森林被覆率10パーセント前後（正確には不明）と水面積率1.3パーセントを差し引くと，約
215,541平方キロメートルである。日本では推定127,288,419人（但し，2005年10月1日（土）実施の最
新国勢調査では127,756,815人）の人が住み，イギリスでは日本の半分以下の推定約60,587,300人（但し，
2001年4月29日（日）実施の最新国勢調査では58,789,194人）が住んでいる。
105 英国人，わけてもスコットランド人は反カトリックの傾向が強い。
106 イギリスの候補者は，脈のありそうな特定の階級の住む地域を廻って戸別訪問し，「マニフェスト（manifesto）」
（manifestニ在ラズ，菅直人センセイ）と呼ばれる選挙公約の冊子を配り，集会所を借り切って自らの政
策の説明会を開き，質疑に応じる。「これぞ民主主義の王道」とイギリス人は考えている。
107 RudyardKipling（18651936）の有名な詩・TheBaladofEastandWest・（1889）の冒頭Oh,Eastis
East,andWestisWest,andneverthetwainshalmeet,（後略）を思い起こさせる。
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